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(54)【発明の名称】 画像表示装置とその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  ＥＬ素子を使用する画像表示装置において、
ＥＬ素子の消灯時間帯に外部雰囲気の変化に起因して発
生する誘導電荷を除去消失させて、常に高品質の画像表
示を行うことが可能な画像表示装置を提供する。
【解決手段】  有機ＥＬ素子５は、アクティブ素子回路
に入力される点灯開始パルスＰｓで点灯時間Ｔｄの間点
灯し消灯パルスＰｅにより消灯し、有機ＥＬ素子５の消
灯時間帯に、ビデオ信号レベルに対応設定されるパルス
幅のリセットパルスＰｒが設定回数アクティブ素子回路
に入力されて有機ＥＬ素子５が設定回数リセットされ、
消灯時間帯に外部雰囲気の変化で有機ＥＬ素子５に発生
する誘導電荷は、次フィールドの点灯時には消失され完
全なリセットが行われ、次の有機ＥＬ素子５へのビデオ
データの書込は、完全リセット状態の有機ＥＬ素子５に
高精度で行われ、外部雰囲気の変化に起因する表示画像
の品質低下の発生を完全に防止することが可能になる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリクス状に配設される走査線とドラ
イブ線の交点位置にそれぞれ配置される複数のＥＬ発光
素子が、各発光素子に対応して配設されるアクティブ素
子回路によって発光駆動され、これらのＥＬ発光素子に
よって、入力ビデオ信号に対応する画像表示を行う画像
表示装置において、
前記ＥＬ発光素子に対して、前記入力ビデオ信号の画像
表示に要求される点灯時間を、前記ＥＬ発光素子の最大
点灯可能時間内に設定する点灯時間設定手段と、
前記アクティブ素子回路に発光パルスを入力することに
より、前記点灯時間設定手段により設定される前記点灯
時間の間、前記ＥＬ発光素子を発光状態に設定する発光
素子点灯手段と、
前記点灯時間の終了時に、前記アクティブ素子回路に消
灯パルスを入力することにより、前記ＥＬ発光素子を消
灯する発光素子消灯手段と、
該発光素子消灯手段による前記ＥＬ発光素子の消灯か
ら、前記最大点灯可能時間までの消灯時間帯に、前記ア
クティブ素子回路に、リセットパルスを少なくとも一回
入力することにより、前記アクティブ素子回路を介して
前記ＥＬ素子をリセットするリセット手段とを有するこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の画像表示装置に対して、
前記ＥＬ発光素子に印加するリセットパルスのパルス幅
を含むリセットパルス条件を設定するリセットパルス条
件設定手段が、さらに設けられていることを特徴とする
画像表示装置。
【請求項３】  マトリクス状に配設される走査線とドラ
イブ線の交点位置にそれぞれ配置される複数のＥＬ発光
素子を、各発光素子に対応して配設されるアクティブ素
子回路によって発光駆動し、これらのＥＬ発光素子によ
って、入力ビデオ信号に対応する画像表示を行う画像表
示装置の駆動方法において、
前記ＥＬ発光素子に対して、前記入力ビデオ信号の画像
表示に要求される点灯時間を、前記ＥＬ発光素子の最大
点灯可能時間内に設定する点灯時間設定ステップと、
前記アクティブ素子回路に発光パルスを入力することに
より、前記点灯時間設定手段により設定される前記点灯
時間の間、前記ＥＬ発光素子を発光状態に設定する発光
素子点灯ステップと、
前記点灯時間の終了時に、前記アクティブ素子回路に消
灯パルスを入力することにより、前記ＥＬ発光素子を消
灯する発光素子消灯ステップと、
該発光素子消灯ステップによる前記ＥＬ発光素子の消灯
から、前記最大点灯可能時間までの消灯時間帯に、前記
アクティブ素子回路に、リセットパルスを少なくとも一
回入力することにより、前記アクティブ素子回路を介し
て前記ＥＬ素子をリセットするリセットステップとを有
することを特徴とする画像表示装置の駆動方法。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＥＬ素子を使用す
る表示パネルに、入力ビデオ信号に対応する画像表示を
行う画像表示装置と、その駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＥＬ材を挟持した電極に駆動電圧を印加
することにより、励起状態とされたＥＬ材の発光中心物
質が基底状態に戻る時に発光するＥＬ（エレクトロルミ
ネッセンス：電場発光）を利用して発光を行わせるＥＬ
パネルは、画像表示を行う電子ディスプレイとして、従
来から利用されているＦＡ（ＦａｃｔｏｒｙＡｕｔｏｍ
ａｔｉｏｎ）機器や金融端末器などの分野のみならず、
近年では、高精密で大表示容量の表示が可能という特長
を生かすことにより、ワークステーション分野での利用
も進められている。
【０００３】この種のＥＬパネルには、バインダ中にＥ
Ｌ材を分散させ、スクリーン印刷法で表示パターンを形
成する分散型ＥＬパネルと、発光中心物質を添加した母
体材をＥＬ材として、電極で挟持した多層薄膜構造の薄
膜ＥＬパネルとがあるが、分散型ＥＬパネルは、電圧－
輝度特性の立ち上がりの急峻性が不十分で、マトリクス
駆動には不向きなので、主としてバックライトの平面光
源として利用されることが多い。
【０００４】ところで、マトリクス駆動に使用される薄
膜ＥＬパネルのＥＬ材としては、従来はＺｎＳなどの無
機ＥＬ材が使用されていたが、十分な輝度の発光に必要
な駆動電圧が２００Ｖ程度と比較的高く、全体の小型化
構成に際して難点があり、近年では各種の有機ＥＬ材を
使用する薄膜ＥＬパネルの開発が進められている。この
種の薄膜有機ＥＬパネルでは、１０Ｖ以下の駆動電圧
で、数百～数千ｃｄ／ｍ２の輝度が得られるので、今後
のワークステーション分野での利用に大きな期待が持た
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来のこの種の薄膜Ｅ
Ｌパネルを備えた画像表示装置では、マトリクス状に配
設される走査線とドライブ線の交点位置にそれぞれ配置
される複数のＥＬ素子を発光駆動するＭＯＳトランジス
タを含むアクティブ素子回路が設けられ、装置の動作を
制御するＣＰＵのメモリには、入力ビデオ信号に応じて
ＥＬ素子に印加される画素信号レベルに基づき、対応す
るＥＬ素子を駆動する最適発光レベルデータと最適発光
時間データとが予め格納されている。そして、画像表示
動作時には、入力ビデオ信号の信号レベルが検出され、
検出信号レベルに対応するＥＬ素子の最適発光レベルデ
ータと、最適発光時間データとがメモリから読出され、
読出された発光レベルと発光時間とに基づいて、ＥＬ素
子がアクティブ素子回路により発光駆動される。この場
合、点灯開始パルスのアクティブ素子回路への入力によ
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3
って、アクティブ素子回路によってＥＬ素子が発光点灯
され、消灯パルスのアクティブ素子回路への入力によっ
て、点灯状態のＥＬ素子が消灯されることにより、入力
ビデオ信号に対応して最適条件での画像表示が行われ
る。
【０００６】ところで、ＥＬ素子は、雰囲気温度に対し
て発光輝度を含む動作特性の変動が比較的大きいことが
知られており、或るフィールドでＥＬ素子が消灯されて
から、次のフィールドでＥＬ素子が発光点灯されるまで
の消灯時間帯では、アクティブ素子回路は無駆動状態に
なっている。この場合、外部雰囲気の変化によって外来
ノイズがアクティブ素子回路に侵入することがあり、こ
の時には、雰囲気温度の変化で変動するＥＬ素子の動作
特性の影響も受けて、アクティブ素子回路を介してＥＬ
素子に誘導電荷が発生することがある。このように、消
灯状態にあるＥＬ素子に、外部雰囲気の変化に起因して
誘導電荷が発生すると、次のフィールドにおいてＥＬ素
子への入力ビデオ信号の画素ビデオデータの書込が正確
に行われなくなり、表示画像の品質が低下する原因にな
る。
【０００７】本発明は、前述したようなＥＬ素子を使用
する画像表示装置の動作の現状に鑑みてなされたもので
あり、その第１の目的は、ＥＬ素子を使用する画像表示
装置において、ＥＬ素子の消灯時間帯において、外部雰
囲気の変化に起因して発生する誘導電荷を除去消失させ
て、常に高品質の画像表示を行うことが可能な画像表示
装置を提供することにある。また、本発明の第２の目的
は、ＥＬ素子を使用する画像表示装置において、ＥＬ素
子の消灯時間帯において、外部雰囲気の変化に起因して
発生する誘導電荷を除去消失させて、画像表示装置に常
に高品質の画像表示を行わせることが可能な画像表示装
置の駆動方法を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記第１の目的を達成す
るために、請求項１記載の発明は、マトリクス状に配設
される走査線とドライブ線の交点位置にそれぞれ配置さ
れる複数のＥＬ発光素子が、各発光素子に対応して配設
されるアクティブ素子回路によって発光駆動され、これ
らのＥＬ発光素子によって、入力ビデオ信号に対応する
画像表示を行う画像表示装置において、前記ＥＬ発光素
子に対して、前記入力ビデオ信号の画像表示に要求され
る点灯時間を、前記ＥＬ発光素子の最大点灯可能時間内
に設定する点灯時間設定手段と、前記アクティブ素子回
路に発光パルスを入力することにより、前記点灯時間設
定手段により設定される前記点灯時間の間、前記ＥＬ発
光素子を発光状態に設定する発光素子点灯手段と、前記
点灯時間の終了時に、前記アクティブ素子回路に消灯パ
ルスを入力することにより、前記ＥＬ発光素子を消灯す
る発光素子消灯手段と、該発光素子消灯手段による前記
ＥＬ発光素子の消灯から、前記最大点灯可能時間までの
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消灯時間帯に、前記アクティブ素子回路に、リセットパ
ルスを少なくとも一回入力することにより、前記アクテ
ィブ素子回路を介して前記ＥＬ素子をリセットするリセ
ット手段とを有することを特徴とするものである。
【０００９】このような手段によると、点灯時間設定手
段によって、ＥＬ発光素子に対して、入力ビデオ信号の
画像表示に要求される点灯時間が、ＥＬ発光素子の最大
点灯可能時間内において設定され、発光素子点灯手段に
よつて、アクティブ素子回路に発光パルスが入力され、
点灯時間設定手段により設定される点灯時間の間、ＥＬ
発光素子が発光状態に設定され、点灯時間の終了時に、
発光素子消灯手段によるアクティブ素子回路への消灯パ
ルスの入力によって、ＥＬ発光素子が消灯される。さら
に、ＥＬ発光素子の消灯から最大点灯可能時間までの消
灯時間帯において、リセット手段によって、アクティブ
素子回路に、リセットパルスが少なくとも一回入力さ
れ、アクティブ素子回路を介してＥＬ素子がリセットさ
れるので、外部雰囲気の変化によって、ＥＬ素子に誘導
電荷が発生しても、リセット手段のリセットによって誘
導電荷は除去消失され、次フィールドにおけるＥＬ素子
への書込は高精度に行われ、常に高品質の画像表示が行
われる。
【００１０】同様に前記第１の目的を達成するために、
請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明に対して、
前記ＥＬ発光素子に印加するリセットパルスのパルス幅
を含むリセットパルス条件を設定するリセットパルス条
件設定手段が、さらに設けられていることを特徴とする
ものである。
【００１１】このような手段によると、請求項１記載の
発明での効果に加えて、リセットパルス条件設定手段に
よって、ＥＬ発光素子に印加するリセットパルスのパル
ス幅を含むリセットパルス条件が設定されるので、リセ
ット手段によるリセット動作がより適確に行われる。
【００１２】前記第２の目的を達成するために、請求項
３記載の発明は、マトリクス状に配設される走査線とド
ライブ線の交点位置にそれぞれ配置される複数のＥＬ発
光素子を、各発光素子に対応して配設されるアクティブ
素子回路によって発光駆動し、これらのＥＬ発光素子に
よって、入力ビデオ信号に対応する画像表示を行う画像
表示装置の駆動方法において、前記ＥＬ発光素子に対し
て、前記入力ビデオ信号の画像表示に要求される点灯時
間を、前記ＥＬ発光素子の最大点灯可能時間内に設定す
る点灯時間設定ステップと、前記アクティブ素子回路に
発光パルスを入力することにより、前記点灯時間設定ス
テップで設定される前記点灯時間の間、前記ＥＬ発光素
子を発光状態に設定する発光素子点灯ステップと、前記
点灯時間の終了時に、前記アクティブ素子回路に消灯パ
ルスを入力することにより、前記ＥＬ発光素子を消灯す
る発光素子消灯ステップと、該発光素子消灯ステップに
よる前記ＥＬ発光素子の消灯から、前記最大点灯可能時
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間までの消灯時間帯に、前記アクティブ素子回路に、リ
セットパルスを少なくとも一回入力することにより、前
記アクティブ素子回路を介して前記ＥＬ素子をリセット
するリセットステップとを有することを特徴とするもの
である。
【００１３】このような方法によると、点灯時間設定ス
テップによって、ＥＬ発光素子に対して、入力ビデオ信
号の画像表示に要求される点灯時間が、ＥＬ発光素子の
最大点灯可能時間内において設定され、発光素子点灯ス
テップによつて、アクティブ素子回路に発光パルスが入
力され、点灯時間設定ステップにより設定される点灯時
間の間、ＥＬ発光素子が発光状態に設定され、点灯時間
の終了時に、発光素子消灯ステップでのアクティブ素子
回路への消灯パルスの入力によって、ＥＬ発光素子が消
灯される。さらに、ＥＬ発光素子の消灯から最大点灯可
能時間までの消灯時間帯において、リセットステップ
で、アクティブ素子回路に、リセットパルスが少なくと
も一回入力され、アクティブ素子回路を介してＥＬ素子
がリセットされるので、外部雰囲気の変化によって、Ｅ
Ｌ素子に誘導電荷が発生しても、リセットステップでの
リセットによって誘導電荷は除去消失され、次フィール
ドにおけるＥＬ素子への書込は高精度に行われ、常に高
品質の画像表示が行われる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下に本発明を、画像表示装置に
係る一実施の形態に基づき、図１及び図２を参照して説
明する。図１は画像表示装置に係る本発明の一実施の形
態の要部の構成を示す説明図、図２は本実施の形態の動
作を従来動作との対比で示す説明図である。
【００１５】本実施の形態では、図１に示すように、入
力ビデオ信号を画像表示する表示パネル１に対して、表
示パネル１の画像表示動作を制御するパネル制御回路２
と、入力ビデオ信号に画像表示のための信号処理を施す
映像信号処理回路３とが接続されており、表示パネル１
には、ＭＯＳトランジスタＴｒ１～Ｔｒ４、コンデンサ
Ｃｓ及び有機ＥＬ素子５が設けられ、パルス制御回路２
には、スタートパルス出力回路２ａと制御パルス出力回
路２ｂとが設けられている。また、表示パネル１におい
ては、ＭＯＳトランジスタＴｒ１のドレインが、ＭＯＳ
トランジスタＴｒ２のソースと、ＭＯＳトランジスタＴ
ｒ３のソースとに接続され、ＭＯＳトランジスタＴｒ２
のドレインが、ＭＯＳトランジスタＴｒ３のゲート、Ｍ
ＯＳトランジスタＴｒ４のゲート及びコンデンサＣｓの
一極側に接続されている。さらに、コンデンサＣｓの他
極側が、ＭＯＳトランジスタＴｒ４のソースと、ＭＯＳ
トランジスタＴｒ３のドレインとに接続され、ＭＯＳト
ランジスタＴｒ４のドレインとアース間に有機ＥＬ素子
５が接続されている。そして、スタートパルス出力回路
２ａの出力端子が、ＭＯＳトランジスタＴｒ１のゲート
に接続され、映像信号処理回路３の出力端子が、ＭＯＳ
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トランジスタＴｒ１のソースに接続され、制御パルス出
力回路２ｂの出力端子が、ＭＯＳトランジスタＴｒ２の
ゲートに接続されている。
【００１６】本実施の形態では、装置の全体動作を制御
する図示せぬＣＰＵには、入力ビデオ信号の有機ＥＬ素
子５に対応する画素のビデオデータＤｖに基づき、有機
ＥＬ素子５に要求される点灯時間を設定する点灯時間設
定手段が設けられ、同様にＣＰＵには、有機ＥＬ素子５
の消灯から、１フィールドにおける有機ＥＬ素子５の最
大点灯可能時間Ｔｍまでの消灯時間帯において、ビデオ
データＤｖの信号レベルに応じて、出力するリセットパ
ルスのパルス幅とパルス出力回数とを設定するリセット
パルス条件設定手段が設けられている。
【００１７】このような構成の本実施の形態の動作を説
明する。本実施の形態に画像表示の対象となるビデオ信
号が入力されると、ビデオ信号に対応する画素のビデオ
データＤｖが、ＭＯＳトランジスタＴｒ１のソースに入
力され、入力ビデオ信号の１フィールドでの信号レベル
が検出され、検出レベルに基づいて、ＣＰＵの点灯時間
設定手段によって、図２（ａ）に示す１フィールドにお
ける有機ＥＬ素子５の最大点灯可能時間Ｔｍに対して、
同図（ｂ）に示すように、入力ビデオ信号の信号レベル
に対応して、最適な視覚感触を得る画像表示のために必
要な点灯時間Ｔｄが設定される。同時に、入力ビデオ信
号の信号レベルに対応して、ＣＰＵのリセットパルス条
件設定手段によって、同図（ｃ）に示すように、有機Ｅ
Ｌ素子５の消灯から最大点灯可能時間Ｔｍまでの消灯時
間帯Ｔｒにおいて、制御パルス出力回路２ｂから出力さ
れるリセットパルスのパルス幅とリセットパルスの出力
回数とが設定される。
【００１８】ところで、本実施の形態による入力ビデオ
信号の画像表示に際しては、ＣＰＵの指令によって、図
２（ａ）に示すように、パルス制御回路２のスタートパ
ルス出力回路２ａからの点灯開始パルスＰｓが、ＭＯＳ
トランジスタＴｒ１のゲートに印加され、同時に同図
（ｂ）に示すように、パルス制御回路２の制御パルス出
力回路２ｂからの点灯開始パルスＰｓが、ＭＯＳトラン
ジスタＴｒ２のゲートに印加される。そして、映像信号
処理回路３で信号レベルが設定された入力ビデオ信号の
画素のビデオデータＤｖが、ソースに印加されるＭＯＳ
トランジスタＴｒ１がＯＮとなり、ＭＯＳトランジスタ
Ｔｒ１のＯＮによって、ゲートに点灯開始パルスＰｓが
印加されるＭＯＳトランジスタＴｒ２がＯＮとなり、Ｍ
ＯＳトランジスタＴｒ３、Ｔｒ４のゲートにゲート電圧
が印加されると共に、コンデンサＣｓの一極側に所定の
電圧が印加されることにより、コンデンサＣｓが所定時
間の間充電される。
【００１９】次いで、コンデンサＣｓの両極間電圧がＭ
ＯＳトランジスタＴｒ４のゲート－ソース間に印加さ
れ、ＭＯＳトランジスタＴｒ４にドレイン電流Ｉ
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7
れて、有機ＥＬ素子５が予め設定された点灯時間Ｔｄの
間発光し、点灯時間Ｔｄが経過すると、図２（ｂ）に示
すように、パルス制御回路２の制御パルス出力回路２ｂ
から消灯パルスＰｅが出力されて、ＭＯＳトランジスタ
Ｔｒ２のゲートに印加され、ＭＯＳトランジスタＴｒ４
がＯＮとなり、有機ＥＬ素子５の残存電荷が流出されて
有機ＥＬ素子５が消灯される。
【００２０】そして、有機ＥＬ素子５の消灯から、最大
点灯可能時間Ｔｍに達するまでの消灯時間帯Ｔｒにおい
て、図２（ｃ）に示すように、ＣＰＵのリセットパルス
条件設定手段によって、予め設定されたパルス幅のリセ
ットパルスＰｒが、リセットパルス条件設定手段によっ
て、予め設定されたリセットパルスの出力回数にわたっ
て、制御パルス出力回路２ｂから出力される。本実施の
形態では、図２（ｃ）に示すように、リセットパルスＰ
ｒが３回にわたって、パネル制御回路２の制御パルス出
力回路２ｂから出力され、ＭＯＳトランジスタＴｒ２の
ゲートに印加される。このために、有機ＥＬ素子５の消
灯から、最大点灯可能時間Ｔｍに達するまでの消灯時間
帯Ｔｒにおいて、雰囲気温度の変化で動作特性が変動し
がちなＥＬ素子５に対して、例えば外来ノイズがアクテ
ィブ素子回路に侵入するなどの外部雰囲気の変化によっ
て、アクティブ素子回路を介して、ＥＬ素子５に誘導電
荷が発生しても、リセットパルスＰｒのＭＯＳトランジ
スタＴｒ２のゲートへの印加によって、誘導電荷は全て
消失されて有機ＥＬ素子５は完全にリセットされる。従
って、次フィールドにおける有機ＥＬ素子５に対する入
力ビデオ信号の画素のビデオデータＤｖの書込は正確に
行われ、外部雰囲気の変化に起因する表示画像の品質低
下の発生を完全に防止することが可能になる。
【００２１】このように、本実施の形態によると、パネ
ル制御回路２からの点灯開始パルスＰｓによって、有機
ＥＬ素子５が点灯時間Ｔｄの間点灯し、パネル制御回路
２からの消灯パルスＰｅによって有機ＥＬ素子５は消灯
するが、有機ＥＬ素子５の消灯から次フィールドでの有
機ＥＬ素子５への入力ビデオ信号の画素のビデオデータ
Ｄｖの書込までの消灯時間帯Ｔｒにおいて、リセットパ
ルス条件設定手段により、入力ビデオ信号の信号レベル
に応じて予め設定されるパルス幅のリセットパルスＰｒ
が、予め設定される回数にわたって、アクティブ素子回
路に入力されて有機ＥＬ素子５が設定回数リセットされ
る。従って、有機ＥＬ素子５の消灯から次フィールドで
の点灯までの消灯時間帯Ｔｒにおいて、外部雰囲気の変
化に基づいて、有機ＥＬ５に発生する誘導電荷は、次フ
ィールドの点灯時には全て消失され、次フィールドにお
ける有機ＥＬ素子５への画素のビデオデータＤｖの書込
は、完全にリセット状態にある有機ＥＬ素子５に対して
高精度で行われるので、外部雰囲気の変化に起因する表
示画像の品質低下の発生を完全に防止することが可能に
なる。

8
【００２２】
【発明の効果】請求項１記載の発明によると、マトリク
ス状に配設される走査線とドライブ線の交点位置にそれ
ぞれ配置される複数のＥＬ発光素子が、各発光素子に対
応して配設されるアクティブ素子回路によって発光駆動
され、これらのＥＬ発光素子によって、入力ビデオ信号
に対応する画像表示が行われるが、点灯時間設定手段に
よって、ＥＬ発光素子に対して、入力ビデオ信号の画像
表示に要求される点灯時間が、ＥＬ発光素子の最大点灯
可能時間内において設定され、発光素子点灯手段によつ
て、アクティブ素子回路に発光パルスが入力され、点灯
時間設定手段により設定される点灯時間の間、ＥＬ発光
素子が発光状態に設定され、点灯時間の終了時に、発光
素子消灯手段によるアクティブ素子回路への消灯パルス
の入力によって、ＥＬ発光素子が消灯される。さらに、
本発明では、ＥＬ発光素子の消灯から最大点灯可能時間
までの消灯時間帯において、リセット手段によって、ア
クティブ素子回路に、リセットパルスが少なくとも一回
入力され、アクティブ素子回路を介してＥＬ素子がリセ
ットされるので、外部雰囲気の変化によって、ＥＬ素子
に誘導電荷が発生しても、リセット手段のリセットによ
って誘導電荷は除去消失され、次フィールドにおけるＥ
Ｌ素子への書込は高精度に行われ、常に高品質の画像表
示を行うことが可能になる。
【００２３】請求項２記載の発明によると、請求項１記
載の発明での効果に加えて、リセッパルス条件設定手段
によって、ＥＬ発光素子に印加するリセットパルスのパ
ルス幅を含むリセットパルス条件が設定されるので、リ
セット手段によるリセット動作をより適確に行うことが
可能になる。
【００２４】請求項３記載の発明によると、マトリクス
状に配設される走査線とドライブ線の交点位置にそれぞ
れ配置される複数のＥＬ発光素子が、各発光素子に対応
して配設されるアクティブ素子回路によって発光駆動さ
れ、これらのＥＬ発光素子によって、入力ビデオ信号に
対応する画像表示が行われるが、点灯時間設定ステップ
で、ＥＬ発光素子に対して、入力ビデオ信号の画像表示
に要求される点灯時間が、ＥＬ発光素子の最大点灯可能
時間内において設定され、発光素子点灯ステップで、ア
クティブ素子回路に発光パルスが入力され、点灯時間設
定ステップで設定される点灯時間の間、ＥＬ発光素子が
発光状態に設定され、発光素子消灯ステップで、点灯時
間の終了時にアクティブ素子回路に消灯パルスが入力さ
れて、ＥＬ発光素子が消灯される。さらに、本発明で
は、リセットステップで、ＥＬ発光素子の消灯から最大
点灯可能時間までの消灯時間帯に、アクティブ素子回路
に、リセットパルスが少なくとも一回入力され、アクテ
ィブ素子回路を介してＥＬ素子がリセットされるので、
外部雰囲気の変化によって、ＥＬ素子に誘導電荷が発生
しても、リセットステップでのリセットによって、誘導
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電荷は流出消失され、次フィールドにおけるＥＬ素子へ
の書込は高精度に行われ、常に高品質の画像表示を行う
ことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】画像表示装置に係る本発明の一実施の形態の要
部の構成を示す説明図である。
【図２】同実施の形態の動作を従来動作との対比で示す*
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*説明図である。
【符号の説明】
１・・表示パネル、２・・パネル制御回路、３・・映像
信号処理回路、５・・有機ＥＬ素子、Ｔｒ１～Ｔｒ４・
・ＭＯＳトランジスタ、Ｃｓ・・コンデンサ、Ｐｓ・・
点灯開始パルス、Ｐｅ・・消灯パルス、Ｐｒ・・リセッ
トパルス、Ｔｍ・・最大点灯時間、Ｔｄ・・点灯時間。

【図１】

【図２】
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